
ご使用上のご注意

  ツインバード工業株式会社は、この資料並びにコンテンツの著作権を有
しています。
  この資料並びにコンテンツは、著作権法等の法律で保護されており、お
客様はこの資料並びにコンテンツに関し下記に記載されている条件でのみ
利用することができます。

１.お客様は非営利目的に限り、ダウンロード、使用することができます。
 
２.お客様がダウンロード、使用するときは、この著作権表示及び使用条件
   を一緒に付す必要があります。
 
３.お客様は、この資料並びにコンテンツを改変したり、頒布、公衆送信、
   上映等に利用することはできません。

  当社及び当社の関係会社は、お客様に対して、この資料並びにコンテン
ツに関する著作権、特許権、商標権、意匠権及びその他の知的財産権をラ
イセンスするものではありません。ならびに資料並びにコンテンツの内容
についてもいかなる保証をするものでもありません。
  またこの資料並びにコンテンツ内に別の定めがある場合は、当該著作権

表示、使用条件を厳守する必要があります。

※このコンテンツはＷｅｂ上で使用を前提とし再編集を加えているため、必ずしも
  製品添付の取扱説明書とは同一ではありません。特にページ順は編集上、入れ替
  えている場合があります。

※この資料並びにコンテンツに保証書は掲載しておりません。

※この資料並びにコンテンツに記載されている内容は、それぞれの商品の発売時点
  のものです。

※デザイン､仕様等は商品改良のため予告なく変更する場合があります。
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■このたびは、お買い上げいただきま

して、誠にありがとうございました。

■この取扱説明書をよくお読みのうえ、

ご使用ください。

　不適切な取扱いは事故につながりま

す。

■この取扱説明書は必ず保管し、必要

なときにお読みください。



1

１５Ａ
以上

根元まで

結び目重い物の下じき 破れ つぎたし

安全上のご注意　必ずお守りください。

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、ご使用前に、この

「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

警 告
修理技術者以外の人は、
絶対に分解したり修理・
改造は行わないでください。

発火・感電したり、
異常動作して
けがをするこ
とがあります。

分解禁止

引火性のあるものや、火
の気のあるもののそば
で使用しないでください。
また、それらのものを吸
わせないでください。

禁　止

水洗いや風呂場での使
用はしないでください。

感電する場合
があります。

電源プラグはぬれた手
で抜き差ししないでく
ださい。

感電の原因に
なります。

ぬれ手禁止

定格15A以上・交流100Vの
コンセントを単独で使っ
てください。

他の器具と併用
すると分岐コン
セント部が異常
発熱して発火す
ることがあります。
また、火災・感電
の原因になります。

コンセント
の単独使用

お手入れの際は必ず電
源プラグを持ってコンセ
ントから抜いてください。

感電やショート
して発火する
ことがあります。

プラグを
抜く

電源コード・電源プラグを破損するよう
なことはしないでください。

傷んだまま使用すると、
感電・ショート・火災の
原因になります。

電源プラグは根元まで確実に差し込
んでください。

差し込みが不完全ですと、
感電や発熱による火災
の原因になります。

●傷んだプラグ・ゆる
んだコンセントは使
用しないでください。

電源プラグのほこり等は定期的にとっ
てください。

電源プラグに
ほこり等がた
まると、湿気等
で絶縁不良と
なり、火災の原
因になります。
電源プラグを
抜き、乾いた
布でふいてく
ださい。

強　制

本体の吸込口や排気口に棒等を入れ
ないでください。

感電や故障や
手などをけが
することがあり
ます。

禁　止

禁　止 強　制

水場での
使用禁止

爆発や火災
の原因になり
ます。

（灯油、ガソリン、シンナー、ベンジン、  火の消えていないたばこなど    ）

（
タービンブラシの回転部に巻き込ませたり、傷つ
  けたり、加工したり、熱器具に近づけたり、無理に
  曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、重い物を載せ
  たりしないでください。　　　　　　　　　　　　　 

)
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タービンブラシを床に強く押つけたり、横にすべらせて掃除をしないでください。

※タービンブラシの移動により床面に光沢の差がでることがあります。

●水を含ませてからしぼった布で床面の汚れを拭き取った後、市販の床用
ワックスを薄く塗り乾燥させてください。

　（床用ワックスの取扱い方法をよく読んでお使いください。）
●市販の床用ワックスで取れない場合は自動車用のワックス（コンパウンドの
入っていないもの）をお使いください。その際ワックスがけをした床面が
大変すべりやすくなりますので余分なワックスは必ず拭き取ってください。

※自動車用のワックスは研磨剤（コンパウンド）の入っていないものをお使いください。

万一光沢の差がでたら…

横にすべらせない。

ご注意とお願い

強く押付けない

プラグを
抜く

プラグを
抜く

強　制

強　制

禁　止

禁　止 禁　止 禁　止

禁　止

火気に近づけないでく
ださい。

排気で炎が大きく
なり、火災の原因に
なります。
また本体の変形に
よるショート・発火
の原因になります。

使用時以外は、電源プ
ラグをコンセントから
抜いてください。

絶縁劣化に
よる感電・漏
電火災の原
因になります。

電源プラグを抜くときは、
電源コードを持たずに
必ず先端の電源プラグ
を持って引き抜いてく
ださい。

感電やショート
して発火する
ことがあります。

本体の吸込口や排気口
はふさがないでください。

火災の原因に
なります。

吸込口をふさいで長時
間運転しないでください。

過熱による本
体の変形の原
因になります。

本体のハンドル以外を
持って、持ち運びしない
でください。

本体が落下し
てけがや、床面
を傷つける原
因になります。

電源コードを巻き取ると
きは、電源プラグを持っ
て行ってください

電源プラグが
あたってけが
をすることが
あります。

発火注意

本体を立てるときやス
タンド収納の状態で本
体を引きずらないでく
ださい。

床面を傷つけ
る原因になり
ます。

ひきずらない

注 意

次のようなものは吸わ
せないでください。
除湿剤、多量の粉体（消化器の粉
など）ホース内に詰まりやすいス
トッキングなどの大きな物、水や

液体・湿ったゴミ・ガラス・
ピン・釘・つまようじなど
は故障の原因になります。

禁　止

長いひもなどは吸わせ
ないでください。

回転部（ブラシ）に巻きついて
回転が止まる原因になります。

禁　止

ホースや延長パイプの先
端で掃除しないでください。

先端の摩耗などで破損や床
面を傷つけたりする原因にな
ります。　　
すき間ノズル等をつけてご使
用ください。

ホースの取り扱いはて
いねいにしてください。

ホースの破れや傷つきの原
因になります。

禁　止

ホースなどの端子部に
ふれないでください。

接触不良の原因になります。



3

各部の名称と使いかた… 初めてご使用になるときは、下図の

このクリーナーは家庭用です。業務

ホース

延長パイプ

タービンブラシ

パイプフック

組 立 図

パワーコントロールボタン

パワー
コントロール
ボタン

回転部

回転部について

●タービンブラシは、床面につ
けると回転部の回転が早くな
り、ゴミをかき込んで吸い込
みます。

●紙パックがゴミでいっぱいに
なっていなくても、ゴミの種
類によっては、回転部が回ら
ないことがあります。このよ
うなときは紙パックを交換し
てください。

●床ブラシを持ち上げたときは、
安全のため回転部は止まります。
（ゆっくり回る場合もあります。）
●ホットカーペットや毛足の
長いじゅうたん、毛の密度
の高いじゅうたんなどじゅ
うたんの種類によっては、
回転部が止まることもあり
ます。

吸込力の強さは、お掃除の場所に合わ
せてパワーコントロールボタンで調整
してください。

しっかり
差し込む

4

ように組立ててからご使用ください。

用やお掃除以外の目的には使わないでください。

ダ スト メ ー タ ー

●ゴミのたまり具合を知らせます。
●タービンブラシを床面から浮かせてダスト
メーターが赤色に変わったら、紙パック
を交換してください。

●綿ゴミなどが多い場合、赤色に変わらないこ
とがあります。

ダストメーター

赤色に変われば
交換のサイン

す き 間 ノ ズ ル

排 気 口

本　体

①
②

ご注意

本体に爪を引っかけないよう気をつけ
てください。

コードリールボタン

ホ ー ス の 着 脱

コードリールボタン

コードリールボタンを押
すとコードを巻き取ります。

ご注意

●巻き取るときは、
電源プラグをもっ
てください。

●コードは赤マーク
以上引き出さない
でください。　　
断線の原因になります。

ダストメーター

赤マーク

ご注意

壁や布などでふさが
ないでください。

すき間ノズル収納

すき間ノズル

●下図のように毛ブラシを出して使用すること
ができます。

●図のようにすき間ノズル
収納部からすき間ノズル
を取り出してください。

●収納するときは、毛ブラシを元の位置に戻し
てください。

矢印の向きにカチッと音が
するまでまわします。

排気口

接続部にあるボタンを　 ①押したまま
　　　　　　　　　　 ②引き抜きます。

ホースをはずすときは
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あとかたづけ

安定した場所で倒れないことを確認してから収納してください。

●電源プラグを抜くときは、電源プラグを持って抜いてください。
●電源コードを巻取るときは、電源プラグを持ってから「コードリールボタン　 」を押してください。

1.本体を立てる。

2.延長パイプを1回転させ、ホースを延長パイプに巻きつける。
3.パイプフックを本体の取付け穴に差し込む。

電源プラグをコンセントから抜く。

●スタンド収納の状態で、持ち運びしないでください。
　ホースや延長パイプがはずれる場合があります。
●本体が倒れないようなたいらな場所に保管してください。

スタンド収納

お願い

お手入れ…
お手入れの際には必ず電源を「切」にし電源プラグをコンセントから抜い
てください。（運転直後は、電源プラグの金属部分が熱くなることがあり
ますので、金属部分に触れないでください）

本 体・タービンブラシ・ハンドル

●製品の汚れは、乾いたやわらかい布でふき取ってください。
●汚れがひどいときは、水でうすめた中性洗剤少量をやわらかい布に浸してよくしぼってふき、そのあ
と乾いた布でふき取るときれいになります。

●シンナー・ベンジン・スプレー式クリーナー類では絶対にふかないでください。

●通常のお手入れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

回転ブラシに巻き付いたゴミは、回転ブラシを手でゆっくり回しな
がら取り除いてください。

回転ブラシ… （週1～2回程度お手入れしてください。）糸くず・毛髪などがからみついたとき。

注意

吸込口フィルターのお手入れ

排気口フィルターのお手入れ

紙パックを交換しても吸込力が回復しないときはフィルターのお手入れをしてください。

1.フィルターを取り出す。

1.排気口カバーの下部にあるツメを押し
　上げ排気口カバーを取り出す。

2.排気口フィルターを取り出す。

2.水洗いをし、乾燥させる。 3.もとのように取付ける。

4.もとのように取付ける。

軽く押し洗いをして、かげぼしする。
（よく乾かしてください。）
●洗濯機で洗ったり、ドライヤー・暖房
器などで乾燥させないでください。

3.水洗いをし、乾燥させる。

軽く押し洗いをして、かげぼしする。　　　　　　　　
（よく乾かしてください。）
●洗濯機で洗ったり、ドライヤー・暖房器などで乾燥さ
せないでください。

フィルター
は必ず取付
けてご使用
ください。

ツメを押し上げて取りはずす

注意

フィルターは必ず取付けてご使用ください。

吸込口
フィルター

排気口フィルター

（フィルターが縮んで、モーター部に  ゴミが侵入し故障の原因になります。）

（フィルターが縮んで、モーター部にゴミが侵入し  故障の原因になります。　　　　　　　　　　　　　）

取り出す

取付ける
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紙パックの交換

交換用の紙パックについて

紙パックは破れたまま使用しないでくだ
さい。

ゴミは早目に捨ててください。
故障の原因になります。

紙パックを必ずセットして使用してくだ
さい。
入れ忘れるとふたが閉まらず、無理に閉めると故

強 制　

強 制　

紙パックの外にゴミがこぼれたとき
は取り除いてください。
故障の原因になります。

強 制　

禁 止　

紙パックは必ず当社指定の紙パックYCーKP02、TCー4770をお使いください。

●指定以外のものを使用すると故障の原因になる場合があり、性能・品質を保証できません。
●紙パックは、直射日光を避け、できるだけ包装用袋に入れたまま小児の手の届かないところに保管

してください。

お願い

①ホースをはずします。
②ふたを開けます。
1 ①フックを引き上げます。

②紙パックを取り出します。

①紙パックの台紙を溝に差し込みます。
②フックを引き上げます。

3 ①台紙の上部を①の矢印の方に押し付け
　フックのツメに引っかけます。
②ふたを閉めます。

4

ふた

ホース

台紙

紙パック

●紙パックを交換する前には必ず電源スイッチを「切」にし、電源プラグをコンセントから抜いてください。

下記の紙パックを
お使いください。

ご注意とお願い

消費税法の改正により、消費税相当額を含んだ支払総額で価格を表示していま

す。

YCーKP02

製品番号 製　品　名 価　　　格

消臭紙パック（5枚入） 735円（本体価格700円）

①

②

紙パックの向き
紙パック

○A押し付ける
②

①
フックのツメ

①

②

①

②

〒９５９-０２９２ 新潟県燕市吉田西太田２０８４-２

ツインバード工業（株） 「お客様サービス係」　
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●薬剤、漂白剤などは使用しないでください。
●毛の硬いブラシなどで洗わないでください。
●ドライヤーなどの熱風で乾燥させないで
ください。

●タービンブラシ（吸込口部）は水洗いしな
いでください。

お 願 い

お 願 い

ブラシカバー

溝

①

②

①回転ブラシを持ち
上げます。

②矢印の方向に引き
ます。

タービンブラシのお手入れ

糸くず、毛髪などがからみついたときは、下図の手順でお手入れしてください。

1.延長パイプからタービンブラシをは
ずして裏返し、ブラシカバーの溝に
コインなどを入れ「ひらく」の位置ま
で回してブラシカバーをはずします。

2.回転ブラシをはずします。

3.ゴミを取り除きます。
回転ブラシの両端の
ゴミを取り除いてく
ださい。
汚れがひどい場合は、
水洗いした後、乾い
た布で水を拭き取り、
陰干しして、十分に

乾燥させてください。回転ブラシに注油しな
いでください。（樹脂が割れたりします。）

●ブラシカバーを必ず閉めてからタービンブラシを延長パイプに取付けてください。
●ブラシカバーの溝に爪を入れて回さないでください。
　けがをすることがあります。

軸受け（A側）

穴部
軸受け（B側）

軸受け（A側） 軸受け（B側）

①軸受け（A側）を穴部
　にセットします。

②軸受け（B側）をセット
　します。

4.回転ブラシを取付ける。

位置に注意

①軸受け（A側）を穴部にセットします。
②軸受け（B側）をセットします。

（軸受けには左右の方向性がありますので　逆向きには取付きません。　　　　　　）

①ブラシカバーの凹部をタービンブラシの凸
部にかけてブラシカバーを取付けます。

②ブラシカバーの溝にコインなどを入れ「しまる」
の位置まで回してブラシカバーを閉めます。

5.ブラシカバーを取付けます。

ブラシカバー

溝

ブラシカバーブラシカバーの凹

凸部
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仕 様

アフターサービス

お客様サービス係
　　（フリーダイヤル）0120－337－455
FAX　　　　　　（0256）93－1077
お電話承り時間：平日（月曜～金曜）午前９時～午後５時
〒９５９-０２９２　新潟県燕市吉田西太田２０８４-２

1.保証書
●別紙に添付しています。
●保証書は「お買い上げ日と販売店名」の記
入をお確かめのうえ、販売店からお受け
取りください。

●保証書をよくお読みになり大切に保管し
てください。

2.保証期間
お買い上げ日から1年間です。

3.修理を依頼されるとき
取扱説明書の内容をお確かめいただき、直
らないときは電源プラグを抜いてからお買
い上げの販売店または当社「お客様サービ
ス係」に修理をご相談ください。

●保証期間中の修理

保証書の規定により無料修理します。
商品に保証書を添えてお買い上げの販売
店か当社「お客様サービス係」までお申し
出ください。

●保証期間がすぎている修理

修理により使用できる製品は、お客様の
ご要望により有料修理させていただきます。
お買い上げの販売店か当社「お客様サービ
ス係」にご相談ください。

4.補修用性能部品の保有期間
●この家庭用クリーナーの補修用性能部品

の保有期間は製造打切り後6年です。
●性能部品とはその商品の機能を維持する
ために必要な部品です。

5.アフターサービスについてご不明の場合
当社「お客様サービス係」にお問い合わせく
ださい。

電 源

消 費 電 力

吸 込 仕 事 率

集 じ ん 容 積

質　　　　　　量（約）

コ ー ド 長 さ（約）

製　品　寸　法（約）

付 属 品

技術料

部品代

故障した商品の修理および部品交換
などの作業にかかる料金です。

修理に使用した部品代金です。

〈修理料金のしくみ〉
  修理料金は、技術料・部品代などで構成されて
  います。

お客様ご自身の修理は大変危険です。分解したり手を加えたりしないでください。

AC100V  50ー60Hz

1000W（強）

250W（強）

1.4L

4.8kg（本体3.5kg）

5.0m

幅255×奥行360×高さ225mm

ホース（1本）、延長パイプ（2本）、パイプフック（1個）、

すき間ノズル（1本）、タービンブラシ（１個）
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●次のような場合、保護装置が働き、モーターの運転が自動的に停止します。　　　

　●ダストケースの中にゴミがいっぱいのままの使用　　　　　　　　　　　
　●スキマノズルでの長時間の使用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　●吸込口や排気口をふさいだ状態での長時間の使用

●運転が停止したら、必ず電源ボタンを「切」にし、電源プラグをコンセントから抜いて、
涼しい場所に置いてください。

　ゴミがいっぱいになっている場合はダストケースのゴミを捨ててください。　　　
約1時間後、再びご使用になれます。

こんなときは…

自動停止装置について

修理・サービスをお申しつけになる前に下記の点を
お調べください。

スイッチを入れても
モーターが回らない。

電源プラグがコンセントにしっかり差し
込まれていますか？

ハンドルのパワーコントロールボタンが
「切」になっていませんか？

自動停止装置が働いていませんか？

電源プラグをコンセントにしっかり差し
込んでください。

パワーコントロールボタンを調整して
ください。　　　　　　　　→3ページ

「自動停止装置について」をご覧になり、
処置を行ってください。　   →9ページ

ホースが本体に差し込まれていますか？

紙パックにゴミが多くたまっていません
か？

しっかり差し込んでください。→4ページ

紙パックを交換してください。
　　　　　　　　　　  　→8ページ

ホース、延長パイプにゴミがつまってい
ませんか？

パワーコントロールボタンが「弱」になっ
ていませんか？

つまったゴミを取り除いてください。

お掃除の場所に合わせてパワーコント
ロールボタンを調節してください。
　　　　　　　　　　　    →3ページ

症　　　状 調べるところ 直 し か た

電源コードが絡んでいませんか？

電源コードが片寄って巻き込まれていま
せんか？

無理に引き出さず、コードリールボタン
を押しながら「巻き込み」「引き出し」を
繰り返し行ってください。
　　　　　　　　　　     →3ページ

2～3mほど引き出して、もう一度巻き
込んでください。　        →4ページ

フィルターが目づまりをしていませんか？
フィルターのお手入れをしてください。
　　  　　　　　　　     →6ページ

吸込力が弱い。

電源コードが
巻き込めない。

回転ブラシが
回らない。
回りにくい。

紙パックがセットされていますか？

回転ブラシにゴミが巻き付いていません
か？

タービンブラシを床から浮かしていませ
んか？

薄いじゅうたんやマットなどで、吸いつき
すぎていませんか？

紙パックを必ずセットしてください。
　　　　　　　　　　　  →8ページ

ゴミを取り除いてください。
　　　　　　　　　　   →6・7ページ

パワーコントロールボタンが「弱」になっ
ていませんか？

コントロールボタンを調節してください。
　　　　　　　　　　　   →3ページ

床面にタービンブラシを置いてください。

（タービンブラシを床面から浮かせると、  回転ブラシの回転が止まります。         ）

フタが閉まらない。

電源コードが
引き出せない。
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